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生理障害

□要素の相互作用
養分間には養分の吸収をお互いに促進する相乗

作用と、逆に互いに吸収を抑えあう拮抗作用があ

る。（表－1）土壌中には十分な養分が含まれてい

るが、拮抗作用により作物が吸収できない事例が

多く、土壌中の養分バランスを適切に保つような

施肥が必要である。

□土壌ｐＨと養分の有効性
野菜は一般に微酸性で生育が良く、強酸性や強ア

ルカリ性では生育が不良となりやすい。しかしｐＨ

の高低が直接作物の生育に害を及ぼすことは少な

く、土壌中の元素を異常に可溶化したり不溶化する

ことによって欠乏症状や過剰症状の原因となる。

窒素、カリウム、カルシウム、マグネシムなど

はpHの高低にそれほど影響を受けない。リン酸、

モリブデンはpHが低くなると不溶化しやすい。銅、

亜鉛、ニッケル、鉄、マンガン、アルミニウム、

ホウ素などはpHが低いと溶けやすいが、高いと不

溶化し吸収されにくくなる。（図－１）

□要素欠乏・過剰症の発生しやすい部位
作物体内で移動しやすい要素（窒素、リン、カ

リ、マグネシウムなど）は下葉から欠乏症状が、

移動しにくい要素（カルシウム、鉄、マンガン、

ホウ素など）は上葉から欠乏症状が発生する。過

剰症状は、一般に下葉から発生することが多いが、

銅、亜鉛などの重金属過剰は先端葉に鉄欠乏症状

を誘発する。

野菜の生長過程において土壌中の肥料養分の過

不足、温度や日射など環境条件の変化、農薬等の

化学物質の影響等によって、生育に何らかの不具

合が現れる場合があり、一般に生理障害と呼ばれ

る。生理障害は土壌中の養分の過不足が原因とな

る栄養障害が多く、中でも要素欠乏症状が多くみ

られ、過剰症状は通常の条件では発生しにくい。

栄養障害

一般に炭素(C)、酸素(O)、水素(H)、窒素(N)、

リン(P)、カリウム(K)、イオウ(S)、カルシウム(Ca)、

マグネシウム(Mg)、鉄(Fe)、マンガン(Mn)、ホウ素

(B、亜鉛(Zn)、銅(Cu)、モリブデン(Mo)、塩素(Cl)

の16元素は作物の生育に不可欠な必須元素と呼ば

れる。このうち肥料として与える必要量の程度に

よって、窒素、リン、カリウムを多量要素、カル

シウム、マグネシウム、硫黄を中量要素、マンガ

ン、ホウ素、鉄、亜鉛、銅、モリブデン、塩素の

７元素は微量要素と呼ばれる。これらの要素が何

らかの原因により吸収量が不足したり、過剰に吸

収することにより生育に障害が現れることがある。

図－１　土壌pHと養分の溶解、利用度（Truog)

4 109.54.5 5.0 8 8.5 96.05.5 7.57.06.5

表－１　要素の拮抗、相乗作用

表－２　要素欠乏・過剰障害の一般的な症状

Fe, S, Zn,Cu  

要素間の拮抗性

要素間の相乗性
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表－３　主な要素欠乏症状




